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城攻めの際，永禄 7（1564）年 5 月 6 日に討ち死にし22，後者は武田家滅亡の際，父とともに大
島城からの逃亡を余儀なくされた後，父虎頭，母晴雲院殿，伯母（虎頭姉）天入院殿とともに，

























































悲劇的な戦闘を行ったことで有名であるが，会津藩士日向家もまた例外ではない．1868 年 5 月 1
日の白河口の戦いでは，家老西郷頼母の指揮のもと会津藩は大敗し，朱雀一番足軽隊中隊頭日向





























































































　永禄 12（1569）年 6 月 12 日付けで，武田信玄は梶原源太政景に書状を出しており，来秋小田
原に向かうことについて，玄東斎を通じて里見義弘と談合するため，「路次等指南頼入存候」と










　同年 11 月，玄東斎は朝倉氏への使者を命じられ64，その恩賞として 11 月 20 日付けで駿河国
厚原に 70 貫文の領地を武田信玄から与えられた65．丸島氏によれば，これは年収 700 万円に相
当するという66．
　天正 2（1574）年閏 11 月に玄東斎は，上野の浦野宮内左衛門尉のもとに出陣を命じる武田勝

























































という．こうした軍功により，まず政成の母に甲州竹居村が安堵された後，11 月 11 日に初めて
日向傳次郎政成は浜松で家康に謁見して徳川家御家人となり，翌天正 11（1583）年閏 1 月 14 日，
家康から甲斐国南竹居 35 貫文，村山安林寺分手作文 7 貫 300 文，内分 300 文，同所林教寺分

























































































し 3 月 5 日，「大坂城中再叛の企あり」との報が届き，堀の埋め立てなどをめぐって講和は決裂














































　寛永 18（1641）年 2 月，将軍家光は諸大名および旗本諸士にそれぞれ家譜の提出を命じ，奏
者番（元若年寄）太田資宗（重正の子で遠山資為の兄，家康側室英勝院の養子）を総裁，林道春
（羅山）を主任者として編纂させた．これが『寛永諸家系図伝』として寛永 20 年 9 月に完成す



















し127，父の死の 5 年後に亡くなったが，亡くなる直前の元禄 11（1698）年 3 月 7 日に，采地を
駿河国富士郡平垣村 436 石余，加島（嶋）平垣村 142 石余，加島松本村，入山瀬村，十兵衛村，
加島十兵衛村，久沢村 823 石余，駿東郡椎路村 1095 石余の合計 3080 石余に移されている128．彼
は叔父正春の娘を妻としており，二人の間には半兵衛正方，左京（喜之助）正茂，高木（成瀬）
正良が生まれている（靫負正容の母は某氏）．同年 12 月 18 日に正知の後を継ぎ，第四代当主と
なったのは半兵衛正方（1667 ～ 1705）であったが，彼は同日に弟左京（喜之助）正茂に 1000 石
を分与し129，2080 石余を継承した．彼は跡継ぎに恵まれず，結局この所領は，叔父成澄の養子
となり 1704 年に廩米 440 俵を支給されていた，異母弟靫負正容（第五代，1686 ～ 1729）が継ぐ
ことになる130．ところが，正容も男子に恵まれず，第六代当主は甥（左京正茂の子）である正儔
（1711 ～ 1737）が継ぎ，その後いとこ（成瀬正良の子）正武が第七代当主を継いだ．第八代当主





合，小川町広小路 1153 坪余，深川小名木川通 955 坪 5 合 6 勺）134．日向小伝太は明治維新の際，
額田県（三河国加茂郡）八草村 409 石 221135，篠原村（2 給）199 石 319，山ノ中立村 25 石 571，
千田村 71 石 486，川端村 58 石 979，静岡県（駿河国富士郡）中比奈村（玉泉寺領以外）203 石
935 を所領として領有していた136．なお，その他の静岡県（駿河国富士郡）の所領　　弥生村 98
石 226，瓜島村上組 85 石 468，下組 85 石 468，平垣村 577 石 299（金正寺除地は 2 石 033），十
兵衛村（2 給＋松林寺除地）の内 122 石 754，松本村（3 給＋観音堂除地）の内 150 石 536，松岡





　他方で，左京正茂（1679 ～ 1732）の系統を見ると，まず彼は元禄 8（1695）年に廩米 300 俵
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八郎正英（第三代，1728 ～ 1779）140 が娘婿として継ぎ，その後を長男次郎八郎正肥（第四代，
半兵衛家第九代正道の兄，1763 ～）が継いでいるが，この時期に左京家の所領は大きく変わっ
ている．まず正英の代の安永 7（1778）年 7 月 21 日に，駿東郡椎路村の所領が相模国大住郡曾
屋村，淘綾郡山下村，万田村141に移された後，正肥の代の天明 5（1785）年 12 月 10 日に駿河国
富士郡久沢村の所領が同国内の有渡郡，志太郡に移されたのである．明治維新の際，その子孫と
みられる日向健次郎は，小田原県万田村（4 給）で 82 石 7252，山下村（3 給＋八幡社領）で 300
石 4730，神奈川県曾屋村（9 給＋ 2 寺社領）で 73 石 4410，静岡県（駿河国有渡郡）東新田（2
給）で 177 石 550，上川原新田で 119 石 458，静岡県（志太郡）桂島村（2 給 3 寺社領）156 石
3574，弥左衛門新田持添芝地新田 78 石 821，上青島村持添芝地新田で 87 石 548，宮原村（3 寺
社領以外）で 66 石 747 の所領を有していた142．















が 11 歳で父の遺領を継ぐと，部屋住知行 500 石の叔父民部盛清が後見を命じられた．このとき
盛清は，1653 年以来兄に要求していたように旗本になることをもくろみ，「横田次郎兵衛，日向
半兵衛（盛清ノ姉日向家ニ嫁ス），大目付猪飼半左衛門等ト別懇アリシヲ以テ，松平伊豆守ニ取
リナシ」，人と土地の 5 分の 1 を盛清に分知するよう，盛勝家臣へ公儀より言い渡させることに
成功する．このため，「不穏ノ状勢」となったが伊豆守らの説得で事なきを得た146．その後もな





御屋敷へ通 数月ヲ要シ」147，7 月 10 日に「福江方ノ依頼ニヨリ」，「淡路守盛勝ノ舅，奥平美作
守方ヨリ横田次郎兵衛，猪飼半左衛門，日向半兵衛ニテ富江分知ノ知行割アリ，五十六ヶ村ノ


























（350 俵，赤坂築地 252 坪余，巣鴨稲荷前（小路）50 坪）156，正直との関係が気になるところであ
る．
　 後にもう一つの別家を立てた，半兵衛政成の五男傳三郎（小傳次）正久（～ 1686）の系統
を見たい．彼は慶安 3（1650）年 9 月 3 日に家綱に仕え，西の丸御小性組の番士となり，廩米
























４　歴史学研究会編『歴史学研究』第 989 号，2019 年 10 月増刊号の「「主権国家」再考 Part2　　翻訳さ
れる主権　　」（177 ～ 203 頁）を見る限り，地域差は大きい．
５　国奉行については高木昭作「幕藩初期の国奉行制について」（『歴史学研究』第 431 号，1976 年 4 月，
15 ～ 29，62 頁）；和泉清司「徳川政権成立過程における代官頭の歴史的役割　　代官頭発給文書の分
析を通して　　」（1986 年）（藤野保編『論集幕藩体制史　第 1 期第 4 巻　天領と支配形態』雄山閣出








第 124 号，2006 年 9 月，5 ～ 74 頁）．
８　秋山敬「日向大和守の系譜」（『武田氏研究』第 25 号，2002 年，後，一部補訂の上で同『甲斐武田氏
と国人　　戦国大名成立過程の研究　　』高志書院，2003 年，220 ～ 246 頁に収録）．日向大和守は
保坂義照『武田二十四将論』のように，年代および力量から見て，武田二十四将に含めるべきだとす


















（64 ～ 65 頁）と書いているのはまことに適切であり，黒田日出男論文よりも事実に即している．
11　徳姫書簡については，小和田哲男「織田家の人びと」第十六回「岡崎殿（徳姫）」（『歴史と旅』昭和




12　『甲陽軍鑑』における日向大和守関係の記事 14 のうち，創作された合戦の記事と考えられるものは 6




13　秋山前掲書 244 頁註 26．
14　同上書 242 頁．正確には本文に見える通り，大和守虎頭＝玄徳斎宗栄である．
15　斎木一馬・林亮勝・橋本政宣校訂『寛永諸家系図伝』第五（続群書類従完成会，1982 年），6 ～ 7 頁．
16　『寛政重修諸家譜』巻第二百二十二（高柳光寿・岡山泰四・斎木一馬編集顧問『新訂寛政重修諸家譜』
第四巻，続群書類従完成会，1964 年，178 ～ 183 頁）．玄東齋の記述は 178 頁に，半兵衛政成の記述









～ 341 頁）は，土橋治重『甲州武田家臣団』（新人物往来社，1984 年）と比べるとこの間の研究の進
展がわかる貴重な論考だが，ここでも日向宗立は「日向是吉の弟右京亮の子．妻は日向是吉の息女」
と断言されている（336 頁）．




355 ～ 356 頁に相当する．以後，本書については大成と表記する．なお，大成第五～七巻（汲古書院，
1997 ～ 98 年）は影印篇上～下として，原書の写真を載せている　　では，信玄がトイレ＝御閑所を
山と呼んだ理由についての有名な議論があるが，「奥衆日向藤九郎」も「道理かな，にほふて，くだ
るは，しんくさうなり」という説で登場している．また，彼は奥近習の内から選ばれた 5 人の「よこ





1935 年，201 頁）．『甲陽軍鑑』品第三十二（本篇巻十一，大成第一巻 340 頁），品第四十三に基づい
て新田次郎『武田信玄』火の巻（文春文庫，1974 年）が描いたような，松山城攻防戦の際ではない．
23　秋山前掲書 238 頁．『甲乱記』（丸島和洋「色川三中旧蔵本『甲乱記』の紹介と史料的検討」『武田氏
研究』第 48 号，2013 年 6 月 14 日号，47 ～ 79 頁，日向大和守父子については 66 ～ 67，77 頁）と光







郭大系第八巻長野・山梨』（新人物往来社，1980 年），278 ～ 280 頁，日向氏屋敷については同書 341
～ 342 頁をも参照．宮坂武男『縄張図・断面図・鳥瞰図で見る甲斐の山城と館　上巻　北部・中部編』
（戎光祥出版，2014 年）には，現地調査をふまえ，日向大和守屋敷（於小路屋敷）（92 ～ 93 頁），要
害城（296 ～ 297 頁）のほかに，山高氏屋敷（46 ～ 47 頁），横田氏屋敷（308 頁），比志の城山（118
頁，口絵）なども掲載されている．古府中の日向大和守屋敷については，市村到『戦国三代の記　真
田昌幸と伍した芦田（依田）信蕃とその一族』（悠光堂，2016 年，192 頁）を参照．












巻　士林泝洄 (1）』愛知県郷土資料刊行会，再版 1983 年，145 ～ 150 頁）が，日向氏との関係はわか
らない．ただし，『士林泝洄』三枝氏（姓三枝）の系譜では，日向大和昌時の女子として，津金三郎
左衛門妻が挙げられている（名古屋市教育委員会編『校訂復刻名古屋叢書続編第 19 巻　士林泝洄 (3）』













もある．平山優『武田氏滅亡』314 ～ 329 頁もほぼ同意見である．
32　この事件は江戸幕府初代将軍の長男にかかわる事件であるだけに，司馬遼太郎『覇王の家』上巻（新
潮文庫，2002 年）など，多くの小説において扱われてきた．この娘の名は史料には見えないが，山岡
荘八『徳川家康』第 5 巻（講談社文庫，1974 年）では日向大和守昌時の妾腹の娘で，医師減敬の養女







しないが，信康側室のお糸（火坂雅志『天下家康伝』下巻，文春文庫，2018 年，原本 2015 年，10 頁
以降），雪乃（かやまゆみ『時をかけた少女たち　天下統一編』講談社漫画文庫，2005 年）なども，
この女性を指すだろう．
33　桑田忠親監修，宇田川武久校注『改正三河後風土記』（中）（秋田書店，1976 年），114 ～ 121 頁（第
十六巻）．同書は平岩親吉撰とされる『三河後風土記』を奥儒者成島司直が「正史に準拠して誤謬を




2002 年巻頭，201 頁；鴨川達夫『武田信玄と勝頼　文書にみる戦国大名の実像』岩波新書，2007 年，
119 ～ 121 頁）や，上杉輝虎の上野出兵に備えた防備のための一徳斎（真田幸綱）との調整（黒田基
樹・平山優・丸島和洋・山中さゆり・米澤愛編『戰國遺文真田氏編』第一巻，東京堂出版，2018 年，
17 頁；柴辻俊六・黒田基樹編『戰國遺文武田氏編』第二巻，東京堂出版，2002 年，44 頁）のような，
地味な活動の方が多かった可能性がある．甲府に近く，かつ信濃と甲斐を媒介する道筋（秋山前掲書
の「武川衆と新府城」，2001 年補訂，279 ～ 294 頁）の土豪として，穴山氏のように，「主に敵の押さ
えのため組織された有力な武田軍別動隊の中心であったため，決戦場での活躍が伝えられなかったの
かもしれない」（平山優『穴山武田氏（中世武士選書 5）』戎光祥出版，2011 年，114 頁）．この場合，
実際の戦闘よりも玄東齋のような諜報が重要になり，むしろ 2 人は連携していた可能性も高いように
思われる．
36　『徳川林政史研究所蔵　藩士名寄』35 さ上，112 ～ 114 頁（蓬左文庫所蔵）．前掲『士林泝回』三枝氏




（1605）年五月十五日付けの日向大蔵宛て家康朱印状が掲載されている（401 ～ 402 頁）が，日向大和
守との関係がこの朱印状そのものから分かるものでもない．山梨県編『山梨県史資料編 8　近世 1　






歴史図書社，1974 年，原本 1927 年，42 ～ 51 頁）．車家をめぐる不祥事については，『家世実紀』巻
之四，十七（豊田武編『会津藩家世實紀』第一巻，吉川弘文館，1975 年，124 頁以降，573 頁），巻之
五十九（家世実紀刊本編纂委員会編『会津藩家世實紀』第三巻，吉川弘文館，1977 年，587 ～ 590，
608 ～ 621 頁）参照．
40　芳賀幸雄編著『要略会津藩諸士系譜　下巻』歴史春秋社，2001 年，原本 1833 年．なお，この系譜で
は，具平親王……日向大和守昌衡―真篠遠江守某―日向出雲守次房となっている．












42　日向ユキ「萬年青」（宮崎十三八編『会津戊辰戦争史料集』新人物往来社，1991 年，221 ～ 238 頁）．
なお，彼女の父方のおば楽は，野口成義に嫁いで富蔵を生んだ．富蔵は後に英国外交官アーネスト・
サトウの秘書となる．もう一人のおばフジは柴佐多蔵と結婚し，軍事奉行添役太一郎秀治，志計留














保科正之の山形 20 万石拝領に伴う同 15（1638）年 4 月から翌年にかけての領内検地の後，日向兵左
衛門ら郡奉行 3 人が連署して，定納一紙を一斉交付したこと（1639 年 3 月 10 日付け），同 20（1643）
年 7 月 4 日の正之の会津藩 23 万石への転封の際，日向次吉らが山形城を引き渡したこと（8 月 8 日）
などを記載している．兵左衛門も次吉も次房の子である．

















48　『甲陽軍鑑』品第四十三（本篇巻十六，大成第二巻 37 ～ 38 頁）．
49　『甲斐國志』巻之九十六（『甲斐叢書』十二，1313 頁）．「慶長十三年五月十四日，八十七歳にて死去．

















の子孫，15 は会津の日向氏，10 は越後の日向氏で，16 の雑載には五島藩重臣日向氏，山田奉行日向
半兵衛正成，伊勢小林布政司日向半兵衛の名が挙がっている（4940 ～ 4941 頁）．奥富敬之『日本家






















巻八（大成第一巻 183 頁），本篇巻十一（同 360 ～ 361 頁），末書下巻下（大成第二巻 482 ～ 483 頁）
参照．







行っていたという（丸島前掲書，104 ～ 106 頁）．だとすれば，玄東齋はこれらの人々との交流が深
かったことが推測され，事実土屋氏との関係は史料的に裏付けられる．




62　『戰國遺文房総編』第二巻，294 頁，1430 号文書；『戰國遺文武田氏編』第三巻，東京堂出版，2003 年，
147 頁，1877 号文書．前日の 5 月 13 日付けで小泉久遠寺宛てに，武田信玄の寺中安堵の判物が出さ
れている（『戰國遺文武田氏編』第三巻，146 頁，1873 号文書）．






10 月 16 日には織田信長・信忠父子は虎御前山に陣取り小谷城の浅井氏と対峙しており，朝倉義景も
7 月末～ 12 月 3 日には大嶽山に援軍を率いて来ていた．信長が帰った後も，木下秀吉・磯野丹波らは
残って小谷城・大嶽山と対峙している．玄東斎のこの使いは，戦争中に敵地を往来する危険な仕事で
あった．なお，軍記物であるが，このころに玄東斎が小谷城を訪れたという記録（富野治右衛門（木
村重治復刻）『復刻　淺井三代記』おぎした印刷，2010 年，底本 1689 年，384 頁）もあり，妥当であ






吉川弘文館人物叢書，1981 年，新装版 1986 年，109 ～ 115 頁）．




（黒田惟信編『東淺井郡志　第二巻』名著出版，1971 年覆刻，原本 1927 年，496 ～ 497 頁）．遠藤は
美濃郡上白鳥宿におり，加越・長島の門徒経由で本願寺と連絡をとっていた信玄が，やはり門徒経由
で朝倉，次いで浅井氏と交流を持った際，郡上白鳥―油坂峠―越前大野郡というルートで朝倉氏と連








67　『群馬県史』資料編 7，2804 号文書；『戰國遺文武田氏編』第三巻，325 頁，2395 号文書．日向大和守
虎頭を檀那とする安養寺棟札（同上書 324 頁，2394 号文書）とほぼ同時期の文書である．
68　『山梨県史資料編 4 中世 1』23 号文書；『戰國遺文武田氏編』第四巻，東京堂出版，2003 年，65 頁，
2604 号文書（3 月 4 日付け一蓮寺寺領面付）；同上書 65 ～ 66 頁，2606 号文書（3 月 6 日付け知行地
面付，宛名無し）．
69　佐藤八郎「「駿州大宮神馬奉納記」について」（『武田氏研究』第 9 巻，1992 年，9 ～ 22 頁）．
70　秋山前掲論文，241 頁．
71　『甲斐叢書』第六巻（1933 年）36 頁．この記事のゆえか，『干城録』巻 223「日向」の項（前掲 40 頁）
では，「武田家没落の後ハ甲斐国積翠寺に寓居し，（国朝大業広記）」とある．湯本軍一・磯貝正義編















1998 年），189 ～ 193 頁で見られる．



















83　板坂卜斎覚書・浮田秀家記に基づき，『干城録』（前掲 41 ～ 42 頁）に掲載されている．板坂卜斎「慶








87　齋藤俊六・荻野三七彦編『新編甲州古文書』第三巻（角川書店，1966 ～ 69 年），2377 号文書．白川
部同上論文，51 頁．
88　武川衆については，秋山前掲書の「武川衆の武川筋支配」（1999 年），247 ～ 278 頁を参照．武川十二
騎と津金衆が 1607 ～ 1616 年には甲府城番を務めており，その中には山高氏の名も見える．
89　新城市誌編集委員会編『新城市誌』新城市，1963 年，143 頁．
90　明治 2（1869）年に提出された大崎村の村鑑帳の冒頭に，「慶長九年辰五月　日向半兵衛米津清右衛門





2003 年），132 ～ 134，139 頁は竿取役人名まで挙げている．
92　曽根勇二「慶長期の幕領支配について　　近江・三河・信濃を中心とした幕領研究の基礎的作業　　」
（『東洋大学文学部紀要　史学科篇』第 15 号，1989 年，27 ～ 67 頁），とくに 29 ～ 30，33，41 頁．山
本英二「幕藩初期三河国支配の地質的特質」（1989 年）（前掲『論集幕藩体制史　第 1 期第 4 巻　天領
と支配形態』157 ～ 193 頁）．
93　中井信彦・高橋正彦「史料紹介大工頭中井家文書（六）［一三九］「国々諸事触下覚写」『史学』（三田













94　三重県編『三重県史資料編　中世 2 別冊　伊勢神宮所蔵文書補遺』（ぎょうせい，2005 年），176 ～
177 頁に，十一月八日付け角屋七郎左衛門宛ての日向半兵衛書状が掲載されている．











98　「台徳院殿御實紀」巻九（前掲『新訂増補國史大系　第三十八巻　徳川實紀　第一篇』477 ～ 478 頁）．
99　中村孝也『新訂徳川家康文書の研究　下巻之一』日本学術振興会，1960 年，1980 年新訂），696 ～
699 頁．藤井譲治『徳川家康』（吉川弘文館，2020 年），344 頁．城戸久「名古屋城本丸殿舎建築私考」
（『美術研究』第 116 号，1941 年 8 月，14 ～ 25 頁）の 15 頁も参照．
100　長安系奉行の一人である米津清右衛門正勝は，長安の死の一週間後，5 月 2 日に属吏の収賄により阿









兵衛の巴川通船を中心に　　」『専修史学』第 19 号，1987 年 11 月号，97 ～ 123 頁，とりわけ 98 頁，
108 ～ 112 頁）．
101　『大日本史料』慶長 18 年 4 月 25 日条；『新編甲州古文書』263，473，821，1097，2190 号文書；村上
直「大久保石見守長安と甲斐」；白川部前掲論文，52 頁．
102　野田成方『裏見寒話』巻之壹（宝暦中）（『甲斐叢書』第六巻，10 頁）．年代著者不詳の『峡中舊事記』
（『甲斐叢書』第二巻，327 頁）や『甲斐國歴代譜』（同上書 279 頁）にも，「同十八癸丑年より元和九
年迄十一ヶ年，一國奉行日向半兵衛，島田清左衛門両人，御城番は武川十二騎也」といった記述があ
る．『山梨県史資料編 8 近世 1　領主』188 ～ 193，348 ～ 350 頁には，慶長 19 年 12 月 19 日の島田直
時・日向正成連署証文（454 号文書），元和 3 巳（1617）年 12 月 25 日付けの日向正成証文案（455 号
文書），年未詳 5 月 24 日付けの身延本院宛て日向正成書状（456 号文書），年未詳 6 月 20 日付けの島
田・日向宛て江戸幕府奉行人連署書状（457 号文書），八田村市佑宛て年未詳 7 月 28 日付けの日向正
成書状（458 号文書），寛永 3 寅（1626）年 5 月 24 日付け岩波・秋山・石原宛て忠長奉行人連署書状
（461 号文書），寛永 8（1631）年？ 8 月 8 日付け府中八幡神主宛て天野清定・日向政之連署書状（463
号文書），同日付け二宮神主宛て天野・日向連署書状（464 号文書），慶長 20（1615）年卯 3 月 11 日
付け島田・日向宛て江戸幕府老中連署状写（617 号文書），同年 4 月 2 日付け日向正成・島田直時連署
知行書立写（618 号文書），同年 3 月 11 日付け本多上野介宛て幕府老中連署状写（619 号文書），同年
























いる）（小野信二校注『戦国資料叢書 6　家康史料集』人物往来社，1965 年，176 ～ 177 頁）．これを
ふまえてか，池波正太郎の小説『真田太平記』（十一）（新潮文庫，1988 年，2005 年改版，原本 1982
年，83 頁）では，大坂冬の陣の後，家康が日向らに警護されて帰国する記述がある．
107　「寛政時代巡見使通行の節，州吏の撰述して進覧したる書」である『甲州巡見通行記』（『甲斐叢書』
第二巻，364 ～ 365 頁）による．
108　『駿府記』慶長 19 年 12 月 11 日条（『當代記　駿府記』続群書類従完成会，1995 年，288 頁；小野信
二校注『戦国資料叢書 6　家康史料集』人物往来社，1965 年，167 頁；『大日本史料』第 12 編之 16，
810 ～ 811 頁）；「台徳院殿御實紀」巻卅二（『新訂増補國史大系　第三十八巻　徳川實紀　第一篇』













實紀　第一篇』吉川弘文館，1929 年，1998 年新装版），267 頁が紹介している．大石学・佐藤宏之・
小宮山敏和・野口朋隆編『現代語訳徳川実紀　家康公伝 4　逸話編　関ケ原と家康の死』（吉川弘文館，





























度か漫画化されており，山口貴由『シグルイ』全 15 巻（秋田書店チャンピオン RED コミックス，
2004 ～ 2010 年），森秀樹『腕 KAINA ～駿河城御前試合～』第二巻（リイド社 SP コミックス，2012
年）などに日向半兵衛正久・正之が登場する．
115　「大猷院殿御實紀」巻卅二（黒板勝美編『新訂増補國史大系　第四十巻　徳川實紀　第三篇』吉川弘
文館，1930 年，1998 年新装版，33 ～ 34 頁）に「日記」に基づいて，日向らが「召かへさる」と記載
されている．
116　北島正元校訂『武蔵田園簿』（近藤出版社，1977 年）所収の 1650 年頃の郷帳による（196，204，208
～ 209，245 頁）．小浜村と五明村は単独知行だが，榛沢郡と児玉郡の知行は 2 給，四間在家村は 3 給
である．沓掛村 234 石 4 升，岡村 845 石 4 斗 7 升・山役金 4 両，下真下村 286 石 8 升，小浜村 526 石
5 斗 8 升，四間在家村 110 石 2 斗 4 升，五明村 692 石 5 斗 7 升が武蔵国における日向家所領であった．
117　丑木幸男「上野国寛文郷帳諸写本の検討」（『史料館研究紀要』23 号，1992 年 3 月，71 ～ 128 頁）．
丑木幸男編『上野国郷帳集成』群馬県文化事業振興会・朝日印刷工業，1992 年，75，112，164 頁）．
寛永 10（1633）年 2 月 7 日には地方直しが行われ，1000 石以下の旗本に 200 石を加増し，蔵米取を
知行取に変える指示が出されているが（関口進・渡辺三郎「旗本領の推移とその特色」『群馬県史通
史編 4 近世 1』群馬県・朝日工業印刷，1990 年，393 頁），この政策と関連はあるだろうか．多胡村に
ついては群馬県史編さん委員会編『群馬県史資料編 9 近世 1　西毛地域 1』（群馬県・朝日印刷工業，
1977 年），1047 頁以降も参照．1668 年時点では，嶋野村 307 石 4 斗 4 升，田子村 81 石 5 斗 9 升 9 合，





るさと学習館編『西上州の中世　　安中市の中世文書　　』朝日企画，2010 年，116 ～ 123 頁）．前






119　福永酔剣『日本刀大百科事典』第 4 巻（雄山閣，1993 年），249 ～ 250 頁．
120　この内藤氏は永井尚政室の姉妹と思われる（『寛政重修諸家譜』巻第八百十三「内藤氏」，新訂第十








122　もっとも，『寛政重修諸家譜』巻六百十九の永井氏系譜（新訂第 10 巻 270 頁以降）では，永井尚政






年の「甲府黄門次郎様臣下録」（『山梨県史資料編 8　近世 1』1998 年，400 ～ 424 頁），422 頁に，「小
普請　伊与田権左衛門組支配」として「高四百四拾俵　日向甚次郎」の名がみえる．また，「甲府殿





年中（1688 ～ 1704）には傳右衛門が住んでいた（朝倉治彦解説・監修『江戸城下変遷絵図集』第 7































が挙がっている（『新訂増補國史大系第四十一巻』313 ～ 314 頁）．『柳營補任』巻之八の「同筒　與力
十騎　同心五十五人」（持筒頭）の中に，（元禄）「同七戌六月廿八日御先手ヨリ　同八亥十一月十五
日辭　日向傳右衞門正知」（東京大學史料編纂所編『大日本近世史料　柳營補任二』東京大學出版會，













128　幕府財政立て直しと旗本困窮救済を目的として元禄 10（1697）年 7 月 26 日から一年かけて行われた，
元禄地方直しによる知行割り替えの一環であろう（前掲関口・渡辺「旗本領の推移とその特色」398
頁以降）．村名は『静岡県史資料編 9 近世一付録　郷帳』（静岡県・ぎょうせい，1992 年）所収の『元



























として西の丸に入った際，御家人に列し，廩米 440 俵を得て小普請となった．翌年 10 月晦日，彼は 8
月 22 日に亡くなった兄正方の養子として遺跡を継ぎ，廩米支給は停止された．一応正徳二年（1712








133　「上総一宮加納家家譜」（三重県編『三重県史資料編近世 2』ぎょうせい，2003 年，329 ～ 342 頁），
333 頁．加納久周は大岡（三浦）忠房の子孫であり，加納久堅の養女の婿となっている．大岡忠房は
大岡越前守忠相の祖父の兄弟である（『寛政重修諸家譜』巻第千六十一，新訂第十六巻 304 頁以降）．









城下変遷絵図集』第 3 巻，原書房，1985 年；市古夏生・鈴木健一編『江戸切絵図集（新訂江戸名所図
会別巻 1）』ちくま学芸文庫，1997 年，025，031 ～ 032 頁）．「温恭院殿御實紀」安政元（1854）年三
月四日の項に，家督相続者として「松平伊豫守組　御留守居番　半兵衞實子惣領　日向傳之助」らの
名が見え，老中列座のもと，菊之間でつつがなく認められたようだ（黒板勝美編『新訂増補國史大系





太政官編『復古記　第九冊（東京帝國大學藏）』内外書籍，1929 年，386 ～ 387 頁）．
135　リニモのターミナルのある八草である．八草村の名主荒川家がこの地域の日向家陣屋役人を務めた
が，会計疑惑で解任されている（1811 ～ 12 年）（豊田市教育委員会豊田市史編さん専門委員会編『豊
田市史　二巻　近世』豊田市・大日本印刷，1981 年，464 ～ 466 頁；足助町誌編集委員会編『足助町
誌』愛知県東加茂郡足助町・長屋印刷，1975 年，314 頁）（次号）．その他の村の中には，天保 7
（1836）年の加茂一揆に加わった村もあるが，領主制批判はしていないようだ（同上書，632 ～ 633
頁）．
136　木村礎校訂『旧高旧領取調帳　中部編』（東京堂出版，1995 年），58 ～ 63，189 頁．これは明治十
（1877）年前後の状態を記載したものらしい．巽俊雄「三河に知行地を持った旗本家一覧」（1）～（3）
（『愛知大学綜合郷土研究所紀要』第 45 ～ 47 号，2000 ～ 2002 年）も参照．明治初年の「雛田領」中
比奈村を示す村絵図が富士市史編纂委員会編『吉原市史　上巻』（富士市・図書印刷，1972 年），647
頁にある．
137　190 ～ 195 頁．






139　現在の箱崎 IC 付近であり（中央区日本橋蛎殻町一丁目），享保から安永にかけて日向左京が，文化 5
辰（1808）年には日向次郎八郎が住んでいる（朝倉治彦解説・監修『江戸城下変遷絵図集』第 6 巻，
原書房，1985 年，121，123，125 頁）．元禄十七年・寶永元年（1704）の『正統武鑑』5 頁の「御小納
戸衆　布衣」の項と，6 頁の「御次御番衆　御役料三百俵ツゝ」の項に「日向喜之介」の名がみえる
（『大武鑑』第三巻）．一応正徳二年（1712 年）のものと見られる御家人分限帳（鈴木壽校訂『御家人
分限帳』近藤出版社，昭和 59 ＝ 1984 年）では，「御小性組」の「四番　鈴木能登守組」の中に，「一
千石　駿河　伝右衛門子　日向左京　酉二十六」（139 頁）の名がみえる．










141　神奈川県企画調査部県史編集室編『神奈川県史資料編 8 近世 5 上　旗本領・寺社領 1』（神奈川県弘
済会・大日本印刷，1976 年）．大畑村には，『柳營補任』巻之十六「拂方　御納戸組頭」に名の見える
（四巻 143 頁），日向孫大夫の知行もある．『資料編 6 近世 3』付録の相模国地図で位置関係もわかる．
142　木村礎校訂『旧高旧領取調帳　関東編』（近藤出版社，1969 年），31 ～ 32 頁．木村礎校訂『旧高旧
領取調帳　中部編』（東京堂出版，1995 年），205 ～ 220 頁．
143　家臣人名事典編纂委員会編『三百藩家臣人名事典』（新人物往来社，1987 ～ 89 年）の記述が『五島
編年史』へと私を導いてくれた．





145　五島盛利は 17 代盛定の子宇久盛重の孫であり，盛定のひ孫 20 代純玄の後，その叔父大浜（五島）




146　『五島編年史』298 ～ 299 頁．民部盛清はこのとき柳間交代寄合の旗本となり，また在地の事情に詳
しかったことから，反盛利派・外様・中層藩士を重用して譜代家臣を牽制した（『長崎県史藩政編』
606 頁以降）．
147　『五島編年史』325 頁．『長崎県史藩政編』610 ～ 611 頁には，4 月 27 日付けの起請文が転載されてい
る．奥平美作守忠昌は五島盛勝の舅で，盛暢の祖父である．
148　『五島編年史』326 頁．
149　同上書 332 頁．延宝 7（1679）年の富江領主五島民部盛清死去に当たり，その姉婿として日向惣左衛




















人分限帳（鈴木壽校訂『御家人分限帳』近藤出版社，昭和 59 ＝ 1984 年）では，「御奥方御広鋪番　







監修『江戸城下変遷絵図集』第 10 巻，原書房，1986 年，59，65，93，119 頁）．嘉永 2（1849）年に
は日向大膳が現在の赤坂駅辺りに住んでいる（前掲市古夏生・鈴木健一編『江戸切絵図集（新訂江戸















158　『寛政重修諸家譜』巻第二百五十三（新訂第四巻，1964 年），369 ～ 386 頁，太田氏系譜参照．半兵
衛政成の女婿遠山資為は家康側室英勝院（梶・勝）の甥である．











篇』，吉川弘文館，1936 年，1999 年新装版，79 頁）．
